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【
凡
例
】

一
、
本
文
中
お
よ
び
目
次
に
記
載
の
な
い
文
章
の
執
筆
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

は
じ
め
に
（
藤
原
貞
朗
）、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
記
（
清
水
恵
美
子
）、
附
録
１
（
三
輪
五
十
二
・
茨
城
大
学
名
誉
教
授
）、
附
録
２

（
小
泉
晋
弥
）、
附
録
３
（
清
水
恵
美
子
）。

一
、
翻
訳
と
講
演
の
テ
ー
プ
起
こ
し
は
、
小
林
英
美
（
茨
城
大
学
）、
清
水
恵
美
子
、
藤
原
貞
朗
が
担
当
し
た
。〔

　〕
内
の
記
述
は

訳
者
の
補
注
で
あ
る
。

一
、
各
講
演
・
附
録
で
参
照
し
た
図
版
の
所
蔵
お
よ
び
出
典
は
以
下
の
と
お
り
。

「
岡
倉
天
心
と
文
化
財
」
図
１
～
４
（
東
京
国
立
博
物
館
）。「
岡
倉
覚
三
と
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
」
図
１
～
７
（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）。

「
ス
ワ
ー
ミ
ー
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
と
岡
倉
天
心
」
図
１
～
５
（
日
本
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
協
会
）。「
文
化
を
演
出
す
る
」
図

１
・
３
・
８
（
イ
ザ
ベ
ラ
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
美
術
館
）、
図
２
（Green Acre on the Piscataqua

）、
図
４
（Gipson, The Life of 

Em
m

a Thursby

）、
図
５
～
７
・
９
（
バ
ハ
イ
古
文
書
館
）、「
六
角
堂
と
『
茶
の
本
』
の
は
た
ら
き
」
図
１
～
９
（
茨
城
大
学
）、

図
７
（『
芥
子
園
画
伝
』）、
図
９
（
青
羽
光
夫
『
中
国
庭
園
』）。「『
茶
の
本
』
と
オ
ペ
ラ
台
本
《
白
狐
》」
図
１
・
３
（
茨
城
大
学
）、

図
４
（Carter, Isabella Stewart G

ardner and Fenway Court

）、
図
５
（Knight, Charles M

artin Loeffler

）、
図
６
（Easton, 

The Boston O
pera Com

pany

）。
附
録
１
・
２
（
茨
城
大
学
・
茨
城
新
聞
社
）、
附
録
３
（
茨
城
大
学
）。



はじめに

5

は
じ
め
に
―「
五
浦
か
ら
世
界
へ
」

都
会
か
ら
遠
く
離
れ
て

　二
冊
の
英
文
著
作
『The Ideals of the East

（
東
洋
の
理
想
）』（
一
九
〇
一
年
）
と
『The Book of Tea

（
茶
の
本
）』（
一

九
〇
六
年
）
で
知
ら
れ
る
「
天
心
」
こ
と
岡
倉
覚
三
（
一
八
六
三
～
一
九
一
三
）。
若
き
二
〇
代
か
ら
三
〇
代
に
か
け
て
は
文

部
省
官
僚
の
エ
リ
ー
ト
街
道
ま
っ
し
ぐ
ら
、
文
化
財
行
政
と
教
育
行
政
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
、
近
代
日
本
の
美
術
文
化

の
枠
組
を
作
り
上
げ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
美
術
院
を
立
ち
上
げ
て
は
日
本
の
美
術
の
未
来
の
道
筋
を
つ
け
る
と
と
も
に
、

イ
ン
ド
を
訪
問
し
て
は
『
東
洋
の
理
想
』
を
書
い
て
ア
ジ
ア
の
声
を
欧
米
に
発
信
、
続
い
て
訪
れ
た
北
米
の
ボ
ス
ト
ン
で

は
当
地
の
美
術
館
キ
ュ
レ
イ
タ
ー
と
し
て
中
国
・
日
本
美
術
部
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
つ
つ
、
日
本
の
美
術
文
化

の
発
信
者
と
し
て
『
茶
の
本
』
を
上
梓
し
た
。

　明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
い
や
、
現
代
で
す
ら
、
岡
倉
覚
三
ほ
ど
の
成
功
と
国
際
的
名
声
を
得
た
日
本
人
は
そ
う
は

い
な
い
。
人
生
の
成
功
者
で
あ
る
。
華
々
し
い
人
生
だ
っ
た
だ
ろ
う
…
…
。
そ
ん
な
印
象
を
彼
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
人

は
、
そ
の
早
す
ぎ
る
晩
年
の
約
一
〇
年
を
過
ご
し
た
五い

づ
ら浦

を
訪
れ
る
と
間
違
い
な
く
戸
惑
い
を
覚
え
ず
に
は
い
な
い
だ
ろ

う
。
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　岡
倉
が
晩
年
を
過
ご
し
た
五
浦
の
地
は
、
茨
城
県
の
北
端
、
北
茨
城
市
に
あ
る
。
東
京
駅
か
ら
行
く
な
ら
、
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
の
特
急
と
普
通
列
車
を
乗
り
継
ぎ
約
二
時
間
半
北
上
し
て
大
津
港
駅
で
下
車
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
込

ん
で
一
〇
分
ほ
ど
（
徒
歩
な
ら
三
～
四
〇
分
）
山
道
を
走
ら
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
現
在
、「
天
心
旧
邸
」、「
長
屋
門
」、

「
六
角
堂
（
観
瀾
亭
）」
な
ど
か
ら
な
る
「
天
心
遺
跡
」
が
あ
り
、
晩
年
の
岡
倉
の
心
情
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
昭
和
三
〇
年
に
岡
倉
天
心
偉
績
顕
彰
会
か
ら
茨
城
大
学
へ
移
管
さ
れ
、
現
在
ま
で
六
〇
年
あ
ま
り
茨

城
大
学
が
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
と
し
て
保
存
・
管
理
を
し
て
い
る
。

　東
京
か
ら
遠
く
離
れ
た
、
豊
か
だ
が
厳
し
く
も
あ
る
自
然
環
境
の
こ
の
地
に
岡
倉
が
や
っ
て
き
た
の
は
一
九
〇
三
年
の

こ
と
。
そ
の
翌
年
に
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
仕
事
が
決
ま
り
、
ボ
ス
ト
ン
と
五
浦
を
往
復
す
る
生
活
が
始
ま
る
。
か
た
や

国
際
的
な
第
一
線
の
美
術
館
員
の
生
活
、
か
た
や
人
里
は
な
れ
た
野
生
的
な
自
然
の
な
か
の
生
活
、
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
私

た
ち
は
驚
く
ほ
か
な
い
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
満
ち
た
ボ
ス
ト
ン
と
五
浦
の
往
還
生
活
の
な
か
で
、『
茶
の
本
』
を
書
い
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
岡
倉
は
何
を
考
え
て
晩
年
を
過
ご
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

五
浦
な
く
し
て
『
茶
の
本
』
な
し

　岡
倉
覚
三
（
天
心
）
の
研
究
は
、
近
年
、
若
い
研
究
者
も
増
え
て
盛
ん
で
あ
る
。
日
本
国
内
で
は
毎
年
の
よ
う
に
岡
倉

に
ま
つ
わ
る
展
覧
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
、
さ
ら
に
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
二
〇
〇
六
年
に
は
『
茶
の
本
』
刊

行
百
周
年
を
記
念
し
て
イ
ン
ド
で
、
二
〇
一
三
年
に
は
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
ボ
ス
ト
ン
で
、
大
き
な
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
も
開
か
れ
た
。
と
は
い
え
、
残
念
な
こ
と
に
、
岡
倉
の
晩
年
の
一
〇
年
、
い
う
な
れ
ば
彼
の
「
五
浦
時
代
」
の
研
究
は

さ
ほ
ど
進
ん
だ
と
は
い
え
な
い
。
岡
倉
に
と
っ
て
の
五
浦
は
、
よ
く
言
っ
て
せ
い
ぜ
い
晩
年
の
「
隠
棲
の
地
」
と
考
え
ら
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れ
る
程
度
の
も
の
で
、
最
悪
の
場
合
は
、
東
京
を
追
わ
れ
て
「
都
落
ち
」
し
て
た
ど
り
着
い
た
場
所
だ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な

イ
メ
ー
ジ
に
支
配
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　し
か
し
、
実
際
に
は
、
五
浦
時
代
の
岡
倉
の
仕
事
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
晩
年
の
彼
の
思
想
に
と
っ
て
、
五
浦
と

い
う
地
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
書
所
収
の
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
所
員
で
あ
る
小

泉
晋
弥
氏
の
論
考
、
お
よ
び
同
じ
く
所
員
の
清
水
恵
美
子
氏
の
近
年
の
仕
事
（
と
く
に
『
五
浦
の
日
本
美
術
院
と
岡
倉
天
心
』）

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
大
胆
に
言
え
ば
、
五
浦
で
の
生
活
と
思
索
が
な
け
れ
ば
、
晩
年
の
岡
倉
の
思
想
の
深
ま
り

も
、『
茶
の
本
』
も
な
か
っ
た
。
こ
の
事
実
を
伝
え
る
こ
と
が
、
本
書
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
ま
た
あ
る

岡
倉
天
心
関
連
図
書
の
な
か
で
、
本
書
の
独
創
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
主
張
と
視
点
の
も
と
に
構
想
さ
れ
て
い
る
と

い
う
点
で
あ
る
。

本
書
の
構
成

　本
書
は
、「
五
浦
か
ら
世
界
へ
」
と
副
題
さ
れ
た
「
茨
城
大
学
国
際
岡
倉
天
心
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
６
」
で
の
登
壇

者
六
人
の
講
演
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
に
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
講
演
は
岡
倉
の
生
涯
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
か

つ
最
新
の
資
料
も
紹
介
し
な
が
ら
、
岡
倉
を
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
人
に
も
彼
の
生
涯
の
全
体
像
が
理
解
で
き
る
よ
う

に
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
副
題
が
示
す
よ
う
に
、
従
来
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
晩
年

の
五
浦
の
岡
倉
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
構
成
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
発
表
者
そ
れ
ぞ
れ
が
五

浦
の
意
義
を
検
討
し
て
お
り
、
新
し
い
岡
倉
理
解
の
一
面
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。

　こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
岡
倉
の
思
想
と
五
浦
の
重
要
性
を
再
検
討
し
、
国
内
外
に
発
信
す
る
目
的
で
、
茨
城
大
学
の



8

主
催
の
も
と
、
平
成
二
八
年
九
月
三
日
に
茨
城
県
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
た
め
に
茨
城
県
内
外
の
多

数
の
機
関
お
よ
び
企
業
か
ら
ご
寄
付
を
頂
戴
す
る
と
と
も
に
、
当
日
は
三
六
〇
名
の
参
加
者
を
得
た
。
岡
倉
の
思
想
へ
の

関
心
の
高
さ
、
そ
し
て
、
五
浦
の
復
興
へ
の
期
待
の
高
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
翌
日
の
九

月
四
日
に
は
、
五
浦
の
「
天
心
遺
跡
」
を
訪
問
す
る
ツ
ア
ー
「
北
茨
城
市

　五
浦
探
訪
」
を
行
い
、
晩
年
の
岡
倉
の
足
跡

を
登
壇
者
と
参
加
者
と
と
も
に
辿
っ
た
。

　シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
ツ
ア
ー
の
目
的
は
も
う
ひ
と
つ
あ
っ
た
。
海
原
に
直
面
す
る
六
角
堂
は
、
六
年
前
の
東
日
本
大
震
災

の
際
に
津
波
に
見
舞
わ
れ
て
海
中
へ
と
流
出
し
、
消
失
し
た
。
天
心
旧
邸
と
長
屋
門
も
半
壊
し
た
。
そ
の
後
、
文
部
科
学

省
か
ら
の
基
金
と
そ
れ
を
上
回
る
多
く
の
民
間
か
ら
の
寄
付
を
得
て
復
興
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
復
興
を
記
念

す
る
と
い
う
大
き
な
目
的
も
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
思
い
を
代
表
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
関
係
者
の
挨
拶
を
本
書
に
は

収
録
し
て
い
る
。

　本
書
の
後
半
に
は
、
消
失
し
た
六
角
堂
の
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
記
録
も
収
載
し
た
。
茨
城
大
学
は
二
〇
一
四
年
に
す

で
に
『
六
角
堂

　再
建
の
軌
跡
』
と
題
す
る
小
冊
子
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
非
売
品
で
関
係
者
の
み
に
配
布
す
る
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
学
術
的
な
復
元
の
過
程
を
伝
え
る
貴
重
な
内
容
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
本
書
に

収
め
る
こ
と
と
し
た
（
附
録
1
）。
復
元
過
程
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
晩
年
の
五
浦
の
岡
倉
の
思
想
を
よ
り
深
く
理
解
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
あ
わ
せ
て
後
半
で
は
、「
天
心
を
理
解
す
る
一
〇
の
遺
品
」
と
題
し
、
茨
城
大
学
五
浦
美
術

文
化
研
究
所
が
所
蔵
す
る
美
術
資
料
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
い
る
（
附
録
3
）。
資
料
を
通
じ
て
、
晩
年
の
五
浦
の
岡
倉
の

生
活
を
よ
り
リ
ア
ル
に
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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　本
書
を
手
に
し
た
読
者
の
方
々
に
は
、
ぜ
ひ
、
本
書
を
片
手
に
常
磐
線
に
乗
り
込
み
、
茨
城
県
北
茨
城
市
の
五
浦
を
訪

れ
、「
天
心
遺
跡
」
を
散
策
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
岡
倉
の
生
涯
と
思
想
を
偲
び
な
が
ら
、
六
角
堂
か
ら
太
平
洋
を
一
望

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
岡
倉
覚
三
を
よ
く
知
る
人
、
さ
ら
に
は
専
門
の
研
究
者
で
あ
っ
て
も
、
五
浦
の
地
を
実
際
に
訪
れ
た

こ
と
の
あ
る
人
は
案
外
少
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
の
と
こ
ろ
、
本
書
を
読
ま
ず
と
も
（
？
）、
五
浦
に
足
を
運
び

さ
え
す
れ
ば
、
直
ち
に
こ
の
地
の
重
要
性
を
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
荒
波
に
面
す
る
崖
下
に
設
け
ら
れ
た
六
角
堂
か
ら
は
、

潮
風
を
受
け
な
が
ら
太
平
洋
が
一
望
で
き
る
。
そ
の
先
に
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
が
あ
り
、
ボ
ス
ト
ン
が
あ
る
。
海
を
介
し
て
、

世
界
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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シンポジウム
日目
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2016年 9 月 3 日（土）プログラム
会場　ホテルレイクビュー水戸

13：00　	主催者挨拶　　　　　三村信男（茨城大学学長）
	 オープニングゲスト　那波多目功一（日本美術院理事）
	 	

13：15　	記念講演 1　「岡倉天心と文化財」
	 　　　　　　青柳正規（前文化庁長官）

13：45　	記念講演 2　「岡倉覚三とボストン美術館―東と西の出会い」
	 　　　　　　アン・ニシムラ・モース（ボストン美術館日本美術課長）
14：15-25　休憩
	 	

14：25　	講演 1　	「スワーミー・ヴィヴェーカーナンダと岡倉天心―インドと
日本の架け橋」　
スワーミー・メーダサーナンダ（日本ヴェーダーンタ協会会長）

	 講演 2　	「文化を演出する―イザベラ・スチュワート・ガードナーと
北東部女性エリートから得た信頼」　
ヴィクトリア・ウェストン（マサチューセッツ州立大学准教授）

15：15-25　休憩

15：25　	講演 3　	「六角堂と『茶の本』の 「はたらき」」　	
小泉晋弥（茨城大学教授）

15：50　	講演 ４　	「『茶の本』とオペラ台本《白狐》」　	
清水恵美子（茨城大学准教授）

16：15-30　休憩
	 	

16：30　	パネルディスカッション
	 「天心の思想と現代的意義を探る」
	 コーディネーター：藤原貞朗（茨城大学教授／五浦美術文化研究所所長）

17：30　	閉会挨拶　影山俊男（茨城大学理事／社会連携センター長）

	

シンポジウム総合プロデューサー：影山俊男
シンポジウム企画・監修：清水恵美子
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主
催
者
開
会
挨
拶

三
村
信
男
（
国
立
大
学
法
人
茨
城
大
学
学
長
）

　

　
国
際
岡
倉
天
心
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
会
に
当
た
り
、
主
催
者
・
共
催
者
を
代
表
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
、
本

日
は
か
く
も
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
、
大
変
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
多
数
の
ご
来
賓
、
講
師
の
皆
様
に
も

お
越
し
頂
き
ま
し
た
。
著
名
な
日
本
画
家
で
、
茨
城
県
出
身
で
あ
る
日
本
美
術
院
・
那
波
多
目
功
一
理
事
、
前
文
化
庁
長

官
の
青
柳
正
規
先
生
、
そ
れ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ご
出
席
頂
い
た
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
ア
ン
・
ニ
シ
ム
ラ
・
モ
ー
ス
日

本
美
術
課
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
国
内
外
の
講
師
の
方
に
ご
出
席
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
皆
様
に
も
、
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
が
、
茨
城
大
学
と
岡
倉
天
心
先
生
と
の
間
に
は
、
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
本
学

と
天
心
先
生
と
の
関
係
の
は
じ
ま
り
は
、
六
〇
年
前
に
遡
り
ま
す
。
昭
和
三
〇
年
に
、
岡
倉
天
心
偉
績
顕
彰
会
の
当
時
の

会
長
、
横
山
大
観
先
生
か
ら
、
五
浦
に
あ
る
天
心
先
生
ゆ
か
り
の
六
角
堂
、
天
心
邸
、
長
屋
門
と
庭
園
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
、「
五
浦
文
化
研
究
所
」
を
設
置
し
て
、
こ
の
施
設
の
保
存
、
公
開
と
天
心
先
生
の
業
績
と
思
想
の
研
究

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
毎
年
、
一
〇
万
人
近
く
の
参
観
者
が
あ
る
全
国
の
大
学
の
中
で
も
有
数
の
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
平
成
二
三
年
三
月
に
東
日
本
大
震
災
と
大
津
波
が
来
襲
し
て
、
六
角
堂
が
流
失
し
た
こ
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と
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
当
時
の
学
長
を
始
め
と
し
て
、
茨
城
大
学
で
は
全
学
の
力
で
再
建
す
る
と
い
う
方
針
を
決
め

て
、
地
域
や
全
国
の
皆
様
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
大
変
大
き
な
ご
支
援
に
よ
っ
て
、
明
治
に
建
て
ら
れ
た
当
時
の
姿
に
復

元
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
天
心
先
生
は
、
よ
く
ご
存
じ
の
通
り
、
明
治
期
の
日
本
の
美
術
、
文
化
運
動
に
、
燦
然
と
輝
く
足
跡
を
残
さ
れ

た
知
の
巨
人
で
あ
り
ま
す
。
東
京
美
術
学
校
、
現
在
の
東
京
藝
術
大
学
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
開
校
、
日
本
美
術
院
の
創

立
、
文
化
財
保
護
事
業
な
ど
多
く
の
業
績
を
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
同
時
に
、
明
治
の
さ
な
か
に
、
い
ち
早
く
日
本
と
東

洋
の
文
化
の
独
自
性
と
価
値
を
発
見
し
、
世
界
に
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
本
県
で
も
、
人
口
減
少
が
心
配
さ
れ
、
い
か
に
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
か
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
時
に
、
私
達
の
地
域
に
、
世
界
と
交
流
し
て
日
本
の
文
化
の
深
い
意
義
を
世
界
に
発
信
し
た
天
心
先
生
の
思
想

を
学
ぶ
こ
と
は
大
変
意
義
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
代
表
作
で
あ
る
『
茶
の
本
』
で
示
さ
れ

た
天
心
先
生
の
思
想
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
現
在
の
私
達
は
何
を
学
ぶ
べ
き
か
、
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
皆
様
と

共
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
に
し
て
、
私
達
が
茨
城
の
文
化
の
伝
統
、
文
化
の
力
を
改
め

て
認
識
し
、
新
し
い
文
化
の
創
造
に
進
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
将
来
を
輝
か
せ
る
力
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
茨
城
大
学
で
は
、
今
後
、
岡
倉
天
心
研
究
や
地
域
文
化
の
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
今
日
は
、
天
心
先
生
に
つ
な
が
る
各
界
の
講
師
の
皆
様
か
ら
お
話
し
を
伺
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
と
と
も
に

有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
持
ち
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
い
と
い
う
期
待
を
込
め
て
、
ご
挨
拶
に
致
し
ま
す
。
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開
会
挨
拶

那
波
多
目
功
一
（
日
本
美
術
院
理
事
）

　

　
日
本
美
術
院
は
皆
様
よ
く
御
存
知
の
様
に
岡
倉
天
心
先
生
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
日
本
で
最
初
の
日
本
画
の
美
術
団
体
で

す
。
教
師
な
し
先
輩
あ
り
、
教
習
な
し
研
究
あ
り
の
綱
領
を
基
に
今
日
ま
で
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
日
本
に
は
三
つ
の
大
き
な
日
本
画
の
団
体
が
ご
ざ
い
ま
す
。
院
展
、
日
展
、
そ
し
て
創
画
展
と
あ
り
ま
す
が
現
在
最
も

多
く
の
フ
ァ
ン
を
も
ち
美
術
愛
好
家
の
方
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
の
が
院
展
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
天
心
先
生

が
日
本
画
の
本
質
と
し
て
最
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
の
が
絵
画
の
中
に
お
け
る
四
次
元
の
世
界
の
空
気
感
だ
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
時
代
を
経
て
絵
画
そ
の
も
の
も
変
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
日
本
美
術
院
は
そ
の
空
気
感
を
大
切
な
指
針
と
し

て
守
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
天
心
先
生
を
尊
敬
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
日
本
美
術
院
理
事
長
で
文
化
勲
章
受
章
者
の
松
尾
敏
男
先
生
が
（
二
〇
一

六
年
）
八
月
四
日
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
松
尾
先
生
は
一
九
九
一
年
、
平
成
三
年
に
院
展
出
品
作
《
五
浦
潮
音
》
を
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
天
心
先
生
が
六
角
堂
の
中
で
じ
っ
と
太
平
洋
を
見
つ
め
思
索
に
ふ
け
っ
て
い
る
お
姿
を
描
か
れ
ま
し
た
。
松

尾
先
生
は
の
ち
に
同
じ
目
線
で
海
を
見
つ
め
将
来
に
向
か
っ
て
日
本
画
の
立
ち
位
置
を
共
有
し
て
み
た
か
っ
た
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
天
心
先
生
の
愛
弟
子
の
大
観
先
生
、
そ
の
弟
子
の
堅
山
南
風
先
生
、
そ
し
て
そ
の
弟
子
の
松
尾
敏
男
先
生
と
直

系
の
画
家
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
す
し
寂
し
い
限
り
で
す
。
天
心
先
生
の
教
え
を
受
け
継
が
れ
こ
れ
ま
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で
に
幾
多
の
素
晴
ら
し
い
先
輩
た
ち
が
育
ま
れ
て
参
り
ま
し
た
。
日
本
画
に
対
す
る
天
心
先
生
の
考
え
方
は
今
な
お
日
本

美
術
院
の
私
た
ち
の
上
に
燦
然
と
輝
い
て
お
り
ま
す
し
脈
々
と
生
き
て
お
り
ま
す
。

　
美
術
史
家
で
あ
り
思
想
家
で
あ
り
教
育
者
で
あ
っ
た
巨
人
、
岡
倉
天
心
先
生
の
い
ろ
い
ろ
な
お
話
が
伺
え
ま
す
こ
と
、
本

当
に
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
ご
招
待
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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岡倉天心と文化財

青柳正規
（前文化庁長官）

記念講演 1
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天
心
の
い
た
時
代

　
実
は
私
は
岡
倉
天
心
に
関
し
て
は
ま
っ
た
く
の
素
人
で
す
。「
岡
倉
天
心
と
文
化
財
」
と
い

う
テ
ー
マ
を
い
た
だ
い
て
、
私
な
り
に
七
〇
を
超
え
て
の
手
習
い
で
一
生
懸
命
に
勉
強
し
ま

し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
お
話
し
す
る
の
は
そ
の
小
さ
な
果
実
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
の
前
に
、

こ
こ
に
茶
花
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
と
で
岡
倉
天
心
の
『
茶
の
本
』
が
お
話
に
出
る
と
思

い
ま
す
が
、
花
瓶
の
こ
の
辺
り
に
吾
亦
紅
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
名
前
に
は
自
分
も
赤
く
な

り
た
い
と
い
う
説
も
あ
れ
ば
、
家
紋
の
木
瓜
の
形
を
し
て
い
る
か
ら
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
そ

れ
か
ら
こ
の
黄
色
い
の
は
女
郎
花
で
す
ね
。
最
近
非
常
に
減
っ
て
い
ま
す
。
絶
滅
危
惧
種
に

し
て
も
い
い
く
ら
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
鶏
頭
と
か
、
竜
胆
も
あ
り
ま
す
ね
。
き
れ
い
に
飾
っ

て
あ
っ
て
大
変
気
持
ち
の
良
い
演
壇
で
す
。
だ
か
ら
気
持
ち
よ
く
お
話
で
き
ま
す
。

　
さ
き
ほ
ど
三
村
学
長
が
「
岡
倉
天
心
と
は
一
体
何
者
か
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
が
少

し
勉
強
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
岡
倉
は
と
ん
で
も
な
い
秀
才
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
稀

代
の
、
な
か
な
か
こ
れ
だ
け
の
秀
才
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
彼
が
英
語
で
ス

ピ
ー
チ
し
た
中
に
「
陰
影
が
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
を
作
り
、
波
が
光
琳
を
作
っ
た
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
非
常
に
短
い
文
章
の
中
に
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
や
光
琳
の
本
質
を
言
い
表
し
て

い
ま
す
。
よ
く
英
語
で
簡
潔
明
快
な
人
の
こ
と
を
「
ク
リ
ス
プ
」（crisp
）
と
い
い
ま
す
が
、

非
常
に
「
ク
リ
ス
プ
」
な
言
葉
を
使
え
る
人
だ
っ
た
の
で
す
。

当
日
の
茶
花
写
真
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彼
は
七
歳
に
な
る
頃
に
は
、
家
の
近
所
に
あ
る
英
語
塾
に
通
っ
て
英
語
を
勉
強
し
て
、
そ

し
て
東
京
大
学
に
入
り
ま
し
た
。
東
京
大
学
は
明
治
一
〇
年
に
で
き
る
の
で
す
が
、
明
治
二

〇
年
頃
ま
で
卒
業
論
文
は
全
部
英
語
か
フ
ラ
ン
ス
語
か
ド
イ
ツ
語
で
書
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
西
洋
学
校
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
、
日
本
に
唯
一
の
大

学
だ
っ
た
の
で
単
にThe	U

niversity

と
い
う
名
前
で
呼
ば
れ
て
お
り
、
明
治
三
〇
年
に
な
っ

て
京
都
大
学
が
出
来
て
、
初
め
てof	Tokyo

が
つ
く
の
で
す
。
そ
れ
以
前
はThe	U

niversity

と
言
っ
て
い
た
の
で
、
定
冠
詞
を
残
し
た
ま
まThe	U

niversity	of	Tokyo

と
い
う
、
ち

ょ
っ
と
不
思
議
な
表
現
が
今
で
も
残
っ
て
い
る
大
学
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
彼
は
勉
強

し
て
い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
当
時
の
人
た
ち
は
我
々
よ
り
も
は
る
か
に
語
学
力
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
岡
倉
は
特
に
秀
で
て
い
ま
し
た
。

　
彼
が
生
ま
れ
た
の
は
一
八
六
三
年
、
ペ
リ
ー
が
日
本
に
や
っ
て
き
た
の
は
一
八
五
三
年
で

す
か
ら
、
大
体
九
年
、
一
〇
年
く
ら
い
経
っ
て
い
る
時
で
す
。
ペ
リ
ー
が
や
っ
て
き
た
時
、

ア
メ
リ
カ
の
人
口
は
約
三
千
万
人
で
し
た
。
そ
し
て
日
本
の
人
口
は
三
千
二
百
万
人
で
し
た
。

当
時
は
日
本
の
方
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
人
口
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
一
八
七
〇
年
頃

に
な
る
と
ア
メ
リ
カ
は
四
千
万
人
に
な
り
ま
す
。
移
民
に
よ
っ
て
ど
ん
ど
ん
人
口
が
増
え
、

そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
国
力
の
源
泉
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
岡
倉
が
生
ま
れ
た
頃

は
ま
だ
南
北
戦
争
の
さ
な
か
で
す
。
ち
な
み
に
、
あ
の
リ
ン
カ
ー
ン
の
有
名
な
ゲ
テ
ィ
ス

バ
ー
グ
の
演
説
「
人
民
の
人
民
に
よ
る
人
民
の
た
め
の
政
治
」
は
た
っ
た
二
分
間
の
非
常
に



20

短
い
演
説
で
し
た
。
リ
ン
カ
ー
ン
が
、
後
に
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
一
番
有
名
に
な
る
演
説
を

い
つ
し
ゃ
べ
っ
た
の
か
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
く
ら
い
短
い
時
間
で
し
た
。

幸
い
に
近
く
に
い
た
新
聞
記
者
が
克
明
に
ノ
ー
ト
を
取
っ
て
い
た
の
で
、
正
確
な
演
説
の
内

容
が
今
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
と
き
に
岡
倉
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
一
八
六
八
年
に
明
治
に
な
っ
た
時
、
日
本
が
早
く
文
明
開
化
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
神
仏
判
然
令
、
つ
ま
り
仏
教
と
神
道
を
明
確
に
分
け
よ
う
と
い
う
政
策

を
と
り
ま
す
。
日
本
は
ご
存
じ
の
通
り
、
お
寺
の
中
に
神
社
が
あ
っ
た
り
し
て
、
神
仏
が
混

交
し
て
い
る
神
社
仏
閣
が
多
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
と
き
か
ら
神
仏
が
は
っ
き
り
分
け

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
行
き
す
ぎ
た
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
廃
仏
毀
釈
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
興
福
寺
の
五
重
塔
な
ど
は
一
番
上
に
あ
る
双
輪
の
と
こ
ろ
だ
け
に
値
段

を
つ
け
て
、
後
は
燃
そ
う
と
い
う
こ
と
が
ま
こ
と
し
や
か
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
時
代
で
し
た
。

日
本
の
文
化
財
を
守
る

　
そ
う
い
う
時
代
に
岡
倉
天
心
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
て
い
た
宣
教
師
の
と
こ
ろ
で
英
語
を

習
っ
た
り
し
て
い
く
わ
け
で
す
。
そ
の
頃
、
日
本
は
、
行
き
す
ぎ
た
廃
仏
毀
釈
の
結
果
、
ど

ん
ど
ん
仏
像
や
絵
画
が
流
出
し
て
い
く
の
で
、
そ
れ
を
ど
う
に
か
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
に
古
器
旧
物
保
存
方
と
い
う
文
化

財
保
護
の
最
初
の
法
律
が
制
定
さ
れ
ま
す
。

図
１

　壬
申
検
査
に
お
け
る
記
録
写
真

　

正
倉
院
宝
物

　横
山
松
三
郎
撮
影
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こ
れ
を
受
け
て
翌
年
に
壬じ

ん

申し
ん

検
査
と
い
う
、
お
寺
に
残
っ
て
い
る
古
物
、
宝
物
が
ど
こ
に

ど
う
い
う
ふ
う
に
あ
る
の
か
と
い
う
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
明
治
五
年
、
一
八
七
二
年
の

こ
と
で
す
。
こ
の
調
査
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
後
に
博
物
館
館
長
と
な
る
町
田
久
成
や
蜷に

な

川が
わ

式の
り

胤た
ね

と
い
っ
た
人
で
す
が
、
彼
ら
が
日
本
を
三
ヶ
月
、
四
ヶ
月
か
け
て
調
べ
あ
げ
て
い
く
わ

け
で
す
。
調
査
団
に
は
横
山
松
三
郎
と
い
う
写
真
家
も
同
行
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な

正
倉
院
の
御
物
（
図
１
）
や
東
大
寺
の
大
仏
殿
（
図
２
）
の
写
真
が
き
ち
っ
と
残
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
う
壬
申
の
調
査
後
に
、
も
っ
と
全
国
的
に
地
方
の
宝
物
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
頃
、
文
部
省
に
は
、
今
で
い
う
文
部
科
学
省

次
官
の
よ
う
な
役
職
に
あ
っ
た
九
鬼
隆
一
と
い
う
役
人
が
お
り
、
職
員
と
し
て
入
っ
て
き
た

岡
倉
天
心
と
一
緒
に
日
本
中
の
宝
物
を
調
べ
よ
う
し
ま
す
。
宮
内
省
に
設
置
さ
れ
る
ま
で
で

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
の
調
査
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
九
鬼
隆
一
が
京
都

で
講
演
し
た
と
き
、
文
化
財
は
大
切
だ
と
発
言
し
て
い
ま
す
が
、
建
築
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど

話
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
伊
東
忠
太
と
い
う
東
京
大
学
で
建
築
を
教
え
て
い
た
人
が
、
古

建
築
も
大
切
だ
と
文
句
を
言
っ
て
、
よ
う
や
く
建
築
も
調
査
の
一
環
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
岡
倉
は
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
文
部
省
の
音
楽
取
調
掛
に
入
り
ま
す
が
、
の
ち
に
古
物
、
文

化
財
を
中
心
に
扱
う
役
職
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
一

図
２

　壬
申
検
査
に
お
け
る
記
録
写
真

　

東
大
寺
仏
殿

　横
山
松
三
郎
撮
影
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漆
器
を
手
に
入
れ
て
ゆ
く
予
定
だ
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
は
自
身
の
素
晴
ら
し
い
絵
画
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
強
化
を
図
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
ボ
ス
ト
ン
周
辺
に

世
界
で
最
も
優
れ
た
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ（

5
）う

」。

　
美
術
品
購
入
の
た
め
の
調
査
に
は
岡
倉
覚
三
も
同
行
し
た
（
図
４
）。
岡
倉
は
東
京
帝
国
大

学
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
授
業
を
か
つ
て
受
講
し
て
い
た
。
モ
ー
ス
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
『
日
本
そ
の
日
そ
の
日
』
や
そ
の
他
の
著
作
に
も
書
か
れ
て
お
り
、
蜷
川
式
胤
な
ど
の
古

物
研
究
家
の
助
言
に
多
く
負
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
一
方
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
千

点
以
上
の
絵
画
を
い
か
に
し
て
収
集
し
た
の
か
、
ビ
ゲ
ロ
ー
が
四
千
点
以
上
の
絵
画
と
五
万

点
以
上
の
浮
世
絵
版
画
と
五
百
点
の
武
具
や
装
飾
品
を
ど
の
よ
う
に
入
手
し
た
の
か
に
つ
い

て
は
詳
ら
か
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
彼
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
に
岡
倉
が
ど
れ
ほ
ど
関
与

し
た
の
か
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
よ
る
近
年
の
再
目
録
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
彼
ら
三
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
体
系
的
に
形
成
さ
れ
て

お
り
、
今
日
の
日
本
美
術
史
に
お
い
て
も
重
要
な
も
の
だ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。世

紀
末
の
ボ
ス
ト
ン

　
岡
倉
覚
三
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
赴
任
し
た
と
き
、
モ
ー
ス
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
ビ
ゲ
ロ
ー

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
全
て
受
託
さ
れ
保
管
さ
れ
て
い
た
。
コ
プ
リ
ー
・
ス
ク
エ
ア
に
あ
っ
た

図
４　
（
右
か
ら
）
ビ
ゲ
ロ
ー
、
フ
ェ
ノ

ロ
サ
、
岡
倉
、
モ
ー
ス
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初
代
の
美
術
館
で
も
、
一
八
九
〇
年
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
日
本
美
術
部
の
学
芸
員
と
な
っ
た
際

に
展
示
室
が
拡
張
さ
れ
、
す
で
に
市
民
向
け
の
日
本
の
工
芸
品
展
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
フ

ェ
ノ
ロ
サ
は
ボ
ス
ト
ン
市
民
に
向
け
て
、
日
本
の
絵
画
史
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
す
る

と
い
う
野
心
的
な
計
画
も
立
て
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、〔
岡
倉
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に

赴
任
し
た
〕
一
九
〇
四
年
に
は
、
美
術
館
の
日
本
美
術
展
示
は
こ
う
し
た
方
向
性
を
見
失
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
一
八
九
六
年
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
助
手
の
女
性
と
駆
け

落
ち
を
し
、
全
て
を
や
り
残
し
た
ま
ま
美
術
館
を
去
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
新
た
に
日
本
美
術

部
を
任
さ
れ
た
学
芸
員
た
ち
は
真
面
目
で
は
あ
っ
た
が
、
日
本
美
術
の
教
育
を
受
け
て
は
い

な
か
っ
た
。
そ
し
て
再
び
、
日
本
の
歴
史
や
文
化
に
沿
っ
た
美
術
品
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ポ
ニ

ザ
ン
好
み
の
工
芸
品
が
新
収
蔵
品
に
選
ば
れ
、
特
別
展
に
展
示
さ
れ
る
状
況
へ
と
戻
っ
て
い
た
。

学
術
的
な
日
本
研
究
を
行
い
、
日
本
文
化
を
正
し
く
理
解
す
る
学
芸
員
を
失
っ
た
美
術
館
は
、

技
巧
と
デ
ザ
イ
ン
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
逆
戻
り
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
ビ
ゲ
ロ
ー
の
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
も
、
派
手
な
欄ら

ん

間ま

や
錫

製
工
芸
品
が
優
遇
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　
実
際
、
世
紀
末
の
ボ
ス
ト
ン
で
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ザ
ン
好
み
の
美
術
工
芸
品
が
収
集
の
中
心

と
な
っ
て
い
た
。
イ
ザ
ベ
ラ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
で
す
ら
岡
倉
と
出
会
う
ま
で

は
、
フ
ェ
ン
ウ
ェ
イ
・
コ
ー
ト
の
個
人
美
術
館
の
壁
を
華
麗
な
屛
風
の
数
々
で
飾
り
立
て
て

い
た
。
地
元
の
美
術
商
や
一
八
八
三
年
の
日
本
旅
行
で
訪
れ
た
古
物
商
か
ら
購
入
し
た
外
国
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註
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一
九
〇
四
年
一
一
月
二
七
日
、

「
岡
倉
氏
と
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン

（Edw
ardR

obinson

）
と
の
会
話
」、

A
rchives,M

useum
ofFineA

rts,
Boston.

人
好
み
の
品
々
で
、
た
と
え
ば
、
狩
野
常
信
の
手
に
な
る
《
源
氏
物
語
図
屛
風
》
が
、
欄
間

装
飾
と
清
朝
の
織
物
と
並
ん
で
壁
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
純
粋
に
装
飾
的
な
観
点
か
ら
飾
ら

れ
た
こ
れ
ら
の
美
術
品
は
、
あ
た
か
も
、
ガ
ー
ド
ナ
ー
が
所
有
す
る
西
洋
絵
画
を
引
き
立
て

る
た
め
だ
け
に
「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
」
背
景
を
提
供
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。

展
示
方
法
の
革
新

　
〔
一
九
〇
四
年
に
〕
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
を
訪
れ
た
岡
倉
覚
三
は
、
日
本
美
術
の
展
示
状
況
を
視

察
し
、
全
く
容
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
彼
は
館
長
に

こ
う
進
言
す
る
。

　
〔
ボ
ス
ト
ン
〕
美
術
館
は
日
本
美
術
を
一
種
の
流
行
や
冗
談
で
あ
る
か
の
よ
う
に
取
り

扱
っ
て
お
り
、
真
剣
で
は
な
い
…
…
。
東
洋
の
作
品
を
扱
う
担
当
者
は
正
し
い
視
点
を

持
つ
べ
き
、
す
な
わ
ち
、
東
洋
の
視
点
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
東
洋
の
視
点
と
は
、
東

洋
の
哲
学
、
生
き
方
、
理
想
に
精
通
し
、
共
感
す
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ（

6
）ん

。

　
さ
ら
に
岡
倉
は
、
こ
の
発
言
の
目
的
が
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
「
西
洋

に
お
け
る
東
洋
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
代
表
」
の
地
位
に
再
び
復
帰
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
と

付
け
加
え
て
い
る
。

　
岡
倉
が
美
術
館
の
顧
問
と
な
る
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
理
事
会
は
（
美

術
館
の
現
在
地
で
あ
る
）
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
大
通
り
に
、
新
た
な
美
術
館
を
建
設
す
る
計
画
に
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着
手
し
始
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
機
に
、
美
術
館
の
考
え
方
―
―
美
術
館
の
目
的
と

展
示
―
―
を
大
胆
に
刷
新
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
初
代
の
コ
プ
リ
ー
・
ス
ク
エ
ア
の
美
術
館

は
サ
ウ
ス
・
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
美
術
館
（
現
在
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
＆
ア
ル
バ
ー
ト
美
術
館
）
を
モ
デ

ル
に
、
で
き
る
だ
け
多
様
な
美
術
品
と
工
芸
的
技
巧
を
示
し
て
み
せ
る
こ
と
を
優
先
し
て
い

た
。
デ
ザ
イ
ン
の
基
本
を
公
衆
に
伝
え
、
教
育
す
る
こ
と
を
主
眼
に
置
い
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
東
京
帝
室
博
物
館
も
含
め
、
当
時
に
お
い
て
は
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
美
術
館

に
認
め
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
た
な
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
は
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
美
術
館
の
視
察
を
踏
ま
え
、
美
術
史
上
の
「
傑
作
」
を
中
心
に
選
抜
し
、
そ
の
周
辺
の

美
学
的
環
境
を
整
え
て
見
せ
る
と
い
う
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
新
し
い
試
み
は
す
ぐ
さ

ま
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
み
な
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
影
響
を
与
え
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
の

方
法
を
変
え
て
い
っ
た
。
建
築
家
が
明
言
し
た
よ
う
に
、
新
た
な
展
示
室
は
「
非
常
に
美
し

く
、
見
事
に
整
備
さ
れ
、
日
本
美
術
と
は
何
か
を
完
璧
に
説
明
」
し
て
お
り
、「
訪
問
者
は
、

か
つ
て
の
美
術
館
で
は
経
験
し
え
な
か
っ
た
日
本
美
術
の
美
し
さ
を
知
る
」
こ
と
と
な
っ（

7
）た

。

そ
し
て
、
西
洋
に
お
け
る
日
本
と
日
本
美
術
の
展
示
方
法
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た

の
だ
っ
た
。

日
本
美
術
史
の
可
視
化

　
ボ
ス
ト
ン
に
赴
任
す
る
以
前
に
、
岡
倉
覚
三
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
と
も
に
日
本
美
術
史
の
編
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纂
の
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
た
。
彼
は
一
八
九
〇
年
に
は
早
く
も
東
京
美
術
学
校
で
「
日
本

美
術
史
」
を
講
じ
て
い
る
。

　
こ
の
試
み
が
偉
業
で
あ
る
の
は
、
ま
ず
、
日
本
美
術
史
の
発
展
に
決
定
的
と
な
っ
た
作
品

を
選
抜
し
列
挙
し
た
こ
と
、
言
い
換
え
る
な
ら
日
本
美
術
史
の
基
準
を
定
め
た
こ
と
に
あ
る

が
、
さ
ら
に
美
術
史
を
語
る
時
代
区
分
を
創
案
し
た
こ
と
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
岡
倉
は
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
に
従
っ
て
各
時
代
を
画
然
と
規
定
し
、
各
時
代
に
統
治
し
た
支
配
者
や

政
権
の
本
拠
地
の
名
を
付
与
し
た
の
だ
っ
た
。

　キ
ュ
レ
イ
タ
ー
と
な
っ
た
岡
倉
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
と
西
洋
に
向
け
て
提
示
し
た
の
は
、

こ
う
し
た
堅
固
な
構
造
を
も
つ
日
本
の
美
術
史
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
岡
倉
は
こ
の
美
術
史

を
可
視
的
に
示
す
た
め
に
、
ま
ず
ボ
ス
ト
ン
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
放
棄
し
た
仕
事
、
す
な
わ
ち

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
化
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
岡
倉
は
最
初
の
一
〇
ヶ
月
間
で
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
ビ
ゲ
ロ
ー
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
作
品
鑑
定
と
主
題
内
容
の
解
説
、
制
作
年
の

特
定
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
重
要
作
品
と
鑑
定
し
た
二
百
点
の
絵
画
の
リ
ス
ト
を
作
成

し
た
。
そ
の
リ
ス
ト
に
は
す
で
に
八
世
紀
の
《
法
華
堂
根
本
曼
荼
羅
図
》、
平
安
時
代
の
《
馬

頭
観
音
図
》（
図
５
）、
そ
し
て
一
三
世
紀
の
《
平
治
物
語
絵
巻
》
が
含
ま
れ
て
お
り
、
当
時

の
欧
米
で
こ
れ
ほ
ど
見
事
な
日
本
美
術
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
他
に
な
か
っ
た
。
実
際
、
こ
れ

ら
の
傑
作
に
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
た
め
に
岡
倉
が
日
本
で
購
入
し
た
八
世
紀
末
の
《
菩
薩

立
像
》
や
一
二
世
紀
の
《
大だ

い

威い

徳と
く

明み
ょ
う

王お
う

像
》（
図
６
）
な
ど
の
彫
像
を
付
け
加
え
れ
ば
、
美

図
５　

馬
頭
観
音
菩
薩
像

図
６　

大
威
徳
明
王
像
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術
館
の
展
示
室
内
だ
け
で
（
そ
し
て
市
民
の
教
育
普
及
の
た
め
の
美
術
館
カ
タ
ロ
グ
の
な
か
だ
け
で
）

数
々
の
「
傑
作
」
が
物
語
る
日
本
美
術
の
歴
史
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

新
し
い
美
術
館

　
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
通
り
に
面
し
た
新
し
い
美
術
館
は
一
九
〇
九
年
一
一
月
九
日
に
開
館
し

た
。
建
築
家
の
最
初
の
建
設
計
画
で
は
、
日
本
展
示
室
は
サ
ウ
ス
・
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
美
術
館

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
旧
来
の
展
示
プ
ラ
ン
を
ほ
ん
の
少
し
修
正
し
た
だ
け
で
、
従
来
と
変
わ

ら
ず
彫
刻
や
貴
金
属
品
、
掛
物
、
屛
風
、
漆
器
、
磁
器
、
浮
世
絵
版
画
が
並
べ
ら
れ
る
予
定

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
計
画
に
お
い
て
、
美
術
館
は
「
傑
作
」
主
義
の
理
念
を
推

進
し
て
ゆ
く
。
こ
の
変
化
に
は
、
岡
倉
覚
三
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。『
東
洋
の
理
想
』
に
お

い
て
岡
倉
は
こ
う
書
い
て
い
る
。「
各
時
代
の
傑
作
が
語
り
か
け
る
静
か
な
雄
弁
は
、
真
実
味

の
な
い
類
型
的
作
品
以
上
に
、
う
ま
く
歴
史
を
物
語
っ
て
く
れ
る
に
違
い
な（

8
）い

」。
こ
う
し

て
、「
東
洋
美
術
史
初
心
者
の
一
助
と
な
る
」
だ
け
で
「
粗
雑
で
不
十
分
」
だ
と
岡
倉
が
記
し

た
美
術
品
に
代
わ
っ
て
、
傑
作
の
数
々
が
展
示
室
に
し
つ
ら
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。　

日
本
美
術
展
示
室
の
整
備
は
段
階
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
一
九
〇
九
年
の
開
館
時
、
メ
イ

ン
フ
ロ
ア
の
展
示
室
は
テ
ン
プ
ル
・
ル
ー
ム
に
隣
接
し
、
仏
教
美
術
を
展
示
し
て
い
た
。
そ

の
他
の
展
示
室
に
は
、
一
五
～
一
六
世
紀
の
水
墨
画
が
漆
工
芸
と
甲
冑
と
と
も
に
展
示
さ
れ
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献
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た
り
、
桃
山
か
ら
江
戸
に
か
け
て
の
絵
画
と
浮
世
絵
版
画
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
り
し
て
い
た

（
図
７
）。
し
か
し
、
す
ぐ
に
、
日
本
美
術
の
充
実
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
十
分
に
見
せ
る
に

は
、
さ
ら
な
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
だ
と
認
識
さ
れ
、
続
く
五
年
間
に
展
示
方
法
が
修
正

さ
れ
、
日
本
美
術
に
よ
り
広
い
展
示
面
積
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
展
示
は
時
代
別
に
区
切
ら
れ
、
メ
イ
ン
フ
ロ
ア
の
展
示
室
に
一
七
世
紀
以
前
の
芸
術
が
、
そ

れ
以
降
の
芸
術
は
上
階
の
展
示
室
に
展
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
全
体
と
し
て
「
極
東
美
術
の
流

派
と
歴
史
の
相
互
関
係
と
発
展
」
が
明
示
さ
れ
て
い（

9
）る

。
展
示
計
画
の
概
略
は
岡
倉
が
決
定

し
た
が
、
実
際
の
細
か
な
展
示
作
業
は
、
岡
倉
の
中
国
調
査
や
日
本
帰
国
の
た
め
に
不
在
の

時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
展
示
計
画
の
責
任
を
負
っ
た
の
は
、
中
国
・
日
本
美
術

部
の
副
部
長
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
・
カ
ー
テ
ィ
ス
（
イ
ザ
ベ
ラ･

ガ
ー
ド

ナ
ー
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
）
で
あ
る
。
彼
は
こ
う
主
張
し
て
い
た
。「
一
国
の
美
術
は
そ
の
文
明
と

理
想
を
映
し
出
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
性
質
の
異
な
る
不
適
切
な
も
の
に
囲
ま
れ
た
な
ら
、

そ
の
大
半
の
意
味
を
失
っ
て
し
ま
う
だ
ろ（

10
）う

」。
こ
う
し
て
、
日
本
美
術
の
展
示
室
は
無
垢

材
と
漆
喰
で
構
成
さ
れ
、
障
子
を
通
し
て
自
然
光
が
入
っ
て
く
る
空
間
と
な
っ
た
。

日
本
美
術
は
世
界
美
術
へ

　
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
の
新
し
い
展
示
室
は
、
西
洋
に
お
け
る
日
本
美
術
理
解
に
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
た
。
岡
倉
の
努
力
が
実
り
、「
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
」
な
楽
し
み
と
デ
ザ

図
７　

一
九
〇
七
年
頃
の
展
示
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イ
ン
を
称
揚
す
る
だ
け
だ
っ
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ザ
ン
の
理
解
が
克
服
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
独
特
の

個
性
を
も
っ
た
作
品
は
、
日
本
の
伝
統
を
背
負
っ
た
「
傑
作
」
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
歴
史
的
か
つ
美
学
的
な
意
義
を
通
じ
て
、
日
本
そ
の
も
の
の
理
解
も
ま
た
育

ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
何
よ
り
も
重
要
な
点
は
、
日
本
の
展
示
室
に
、
美
術
館
の
重
要
な
場
所
が
与
え
ら
れ
た
こ

と
だ
ろ
う
。
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
大
通
り
に
面
し
て
西
翼
部
に
日
本
美
術
の
展
示
室
が
設
置
さ

れ
た
の
で
あ
る
が
、
一
方
の
東
翼
部
に
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
美
術
と
古
典
美
術
の
展
示
室
が
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
展
示
す
る
美
術
館
に
お
い
て
、
日
本
美
術
が
西
洋
の
伝

統
的
な
美
術
と
並
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
美
術
が
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
で
な
く
、

世
界
的
な
重
要
性
を
も
つ
こ
と
、
す
な
わ
ち
西
洋
の
偉
大
な
伝
統
芸
術
と
同
等
の
価
値
を
も

つ
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
か
っ
た
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
を
訪
問
す
れ
ば
、
西
翼
部

で
八
世
紀
末
の
仏
陀
立
像
を
鑑
賞
し
、
東
翼
部
で
は
紀
元
前
四
世
紀
の
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
フ
ロ

デ
ィ
ー
テ
の
頭
部
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
末
に
は
東
京
と
京
都
、

奈
良
に
帝
国
博
物
館
が
創
設
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
ま
だ
西
洋
美
術
の
傑
作
が
一
点
も

な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
時
の
日
本
で
は
世
界
美
術
の
ひ
と
つ
と
し
て
日
本
美
術
を
宣
言

し
て
み
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ボ
ス
ト
ン
に
お
い
て
、
日
本
美
術
は
世

界
美
術
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
今
日
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
進
む
世
界
へ
の
不
安
が
増
し
て
い
る
が
、
話
題
の
著
作
『
コ
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ス
モ
ポ
リ
タ
ン
主
義

　
外
国
人
世
界
の
倫
理
』
に
お
い
て
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
ク
ワ
メ
・

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ア
ッ
ピ
ア
は
、
人
々
は
み
な
違
う
と
認
識
す
る
こ
と
、
そ
し
て
「
他
人
と
の

相
違
点
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
認
識
す
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
だ
と
指
摘

し
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
こ
う
述
べ
る
。「
我
々
は
他
人
に
対
し
て
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
親

類
知
己
の
つ
な
が
り
、
あ
る
い
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
市
民
の
つ
な
が
り
を
越
え
て
果
た
す
べ
き

義
務
で
あ（

11
）る

」。
ア
ッ
ピ
ア
に
よ
れ
ば
、
重
要
な
の
は
「
我
々
の
人
間
的
生
活
の
価
値
だ
け

で
は
な
く
、
個
々
の
人
間
の
生
活
の
価
値
を
真
剣
に
理
解
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、「
そ
れ
を
価

値
づ
け
る
信
念
と
行
動
に
関
心
を
も
つ
こ（

12
）と

」
で
あ
る
。
ル
ー
ツ
か
ら
離
れ
た
共
同
体
で
展

示
さ
れ
る
異
な
る
文
化
の
芸
術
は
、
彼
の
言
う
「
交
差
す
る
文
化
理
解
と
い
う
コ
ス
モ
ポ
リ

タ
ン
の
企
図
へ
の
貢（

13
）献

」
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
百
年
以
上
も
前
に
、
岡
倉
覚
三
は
す
で
に
「
交
差
す
る
文
化
理
解
」
に
深
く
関
わ
っ
て
い

た
。
一
九
〇
五
年
に
開
催
さ
れ
た
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
理
事
会
の
報
告
に
お
い
て
、
岡
倉
は
「
芸

術
の
精
神
は
普
遍
的
で
あ
る
が
、
そ
の
表
現
形
式
は
、
民
族
の
理
想
や
人
生
哲
学
が
多
様
で

あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
そ
れ
ま
で
自
分

は
日
本
美
術
の
保
存
に
人
生
を
捧
げ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
東
と
西
が
互
い
に
よ
く
知

り
合
う
べ
き
だ
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。
そ
し
て
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
「
素

晴
ら
し
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
こ
の
目
的
に
寄
与
し
、
逆
に
日
本
に
対
し
て
も
好
ま
し
い
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
の
だ
っ
た
。
岡
倉
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
東
西
交
流
の
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場
と
し
て
意
味
が
あ
る
と
信
じ
て
い
た
の
で
あ
る
―
―
そ
し
て
我
々
も
ま
た
こ
の
理
想
を
ボ

ス
ト
ン
で
追
求
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ど
の
創
建
当
時
の
資
料
の
提
供
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
多
く
の
方
の
協
力
に
よ

り
写
真
類
も
多
数
集
ま
り
、
そ
れ
ら
を

も
と
に
建
築
士
会
の
方
々
と
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
創
建
当
時
の
六
角
堂
の
検

証
を
行
い
ま
し
た
。
五
回
に
わ
た
る
合

同
会
議
の
末
、
一
〇
月
ご
ろ
に
若
柳
建

築
事
務
所
に
よ
り
創
建
当
時
の
図
面
を

完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和

三
八
年
の
改
修
で
変
更
さ
れ
た
南
側
の

出
窓
を
当
初
の
姿
に
戻
し
、
改
修
で
撤

去
さ
れ
た
中
央
の
六
角
形
の
炉
を
再
現

さ
せ
ま
し
た
。
地
震
に
備
え
て
土
台
に

は
免
震
用
ゴ
ム
を
か
ま
せ
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

六角堂復興の基本方針

1.六角堂は、明治38（1905）年の創建当
初の姿の復元を目指す。

2.瓦は、改修工事で葺き替えられていた
が、明治38年当時の桟瓦（8寸幅）で
復元する。

3.宝珠は、海底調査で収集した破片をも
とに実寸模型を作製して完成させる。

4.昭和38年の改修で変更された南側の
出窓は、記録等を検討して当初のもの
に戻す。

5.改修で撤去された中央の六角形の炉
を再現し、床仕上げは畳ではなく「板張
り」とする。

6.土台は、内部は鉄筋コンクリートとし、外
側に当時とよく似た石で石張りをして当
初の外観を復元する。本体との間に免
震用ゴムをかませる。

7.窓ガラスは、当時の製法により作成した
ガラスを用いる。

8.建物全体の彩色は、明治38年当時の
天然ベンガラ彩色を実施する。

9.創建当初にあった雪見灯籠を岩礁に
復元する。

明治40年代の六角
堂。白黒写真をカラー
化しました。
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附録1　六角堂　再建の軌跡

六
角
堂
は
天
心
邸
・
長
屋
門
と
共
に

平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
七
月
一
日
に

登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
文
化
財
と
し
て
再
建
す
る
に
は
流

出
し
た
実
物
を
で
き
る
だ
け
回
収
し
て

そ
れ
を
用
い
て
復
元
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
幸
い
六
角
堂
が
海
に
沈
ん
で
い

く
と
こ
ろ
が
目
撃
さ
れ
写
真
に
撮
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
付
近
を
中
心
に

海
底
調
査
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

調
査
は
海
水
の
き
れ
い
な
干
潮
の
時
期

に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
六

月
六
日
に
第
一
回
目
の
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
海
底
の
様
子
を
見

る
た
め
に
沿
岸
近
く
を
中
心
に
監
視
員

一
名
と
ダ
イ
バ
ー
三
名
で
行
い
ま
し
た
。

開
始
直
後
か
ら
瓦
類
が
次
々
と
見
つ
か

り
、
合
計
瓦
類
三
四
枚
、
鬼
瓦
一
個
が

A
rchives  02

海
底
調
査
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編
者
代
表
あ
と
が
き

　「
五
浦
か
ら
世
界
へ
」
と
題
さ
れ
た
本
書
を
閉
じ
る
に
あ
た
り
、
私
の
個
人
的
な
「
岡
倉
体
験
」
を
書
き
記
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　今
か
ら
二
〇
年
前
の
一
九
九
八
年
、
私
は
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、『
か
た
ち
の
生
命
』
で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス

の
美
術
史
家
ア
ン
リ
・
フ
ォ
シ
ヨ
ン
の
調
査
を
し
て
い
た
。
一
年
ほ
ど
図
書
館
通
い
を
し
て
い
る
と
、
大
学
の
指

導
教
官
が
「
フ
ォ
シ
ヨ
ン
の
遺
族
に
会
い
に
行
こ
う
」
と
誘
っ
て
く
れ
た
。
彼
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
遺
族
と
知
り

合
い
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
パ
リ
14
区
に
住
む
フ
ォ
シ
ヨ
ン
の
娘
、
当
時
八
七
歳
の
エ
レ
ー
ヌ
・
バ
ル
ト
ル
シ
ャ
イ

テ
ィ
ス
と
会
っ
た
。
彼
女
は
『
幻
想
の
中
世
』
で
知
ら
れ
る
ユ
ル
ギ
ス
・
バ
ル
ト
ル
シ
ャ
イ
テ
ィ
ス
の
奥
方
で
、

邸
宅
に
は
亡
き
夫
の
仕
事
部
屋
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
月
に
一
～
二
度
、
約
一
年
間
、
エ
レ
ー

ヌ
の
ア
パ
ル
ト
マ
ン
を
訪
ね
て
調
査
を
し
た
。
す
る
と
一
人
で
退
屈
な
彼
女
は
一
時
間
も
す
る
と
「
お
茶
の
時
間

だ
」
と
い
っ
て
私
を
居
間
へ
呼
ん
だ
。
あ
る
日
の
お
茶
の
時
間
、
彼
女
は
一
冊
の
本
を
戸
棚
か
ら
取
り
出
し
た
。

一
九
二
七
年
出
版
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
『
茶
の
本
』
だ
っ
た
。
父
ア
ン
リ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
の
だ
と
い
う
。

象
徴
主
義
者
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ム
ー
レ
の
訳
で
、
当
時
留
学
中
の
長
谷
川
路
可
に
よ
る
墨
絵
風
リ
ト
グ
ラ
フ
挿
絵

が
入
っ
て
い
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
こ
の
と
き
ま
で
私
は
『
茶
の
本
』
を
ま
と
も
に
読
ん
で
い
な
か
っ
た
。
そ
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の
日
の
帰
り
道
、
も
し
か
し
た
ら
と
思
っ
て
書
店
に
立
ち
寄
る
と
、
仏
語
版
『
茶
の
本
』
が
改
訂
を
重
ね
て
現
行

版
で
出
て
お
り
、
す
ぐ
さ
ま
購
入
し
て
読
ん
だ
し
だ
い
で
あ
る
。

　岡
倉
は
一
九
一
三
年
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
仏
語
版
で
岡
倉
を
知
っ
た
フ
ォ
シ
ヨ
ン
は
彼
と
会
う
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
も
う
一
〇
年
岡
倉
が
生
き
て
い
た
な
ら
間
違
い
な
く
フ
ォ
シ
ヨ
ン
と
出
会
い
、
友
人
と
な

っ
て
い
た
は
ず
だ
。『
東
洋
の
理
想
』
は
一
九
一
六
年
に
仏
語
版
が
出
て
、
第
一
次
大
戦
中
に
フ
ラ
ン
ス
と
同
盟

国
と
な
っ
た
日
本
の
文
化
政
治
的
な
思
想
を
伝
え
る
著
作
と
し
て
読
ま
れ
た
。
フ
ォ
シ
ヨ
ン
も
『
東
洋
の
理
想
』

に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
大
戦
後
の
一
九
二
一
年
に
パ
リ
で
開
か
れ
た
国
際
美
術
史
会
議
で
は
、
日
本
美
術
に

関
す
る
発
表
を
行
い
、
日
本
人
を
さ
し
お
い
て
岡
倉
の
思
想
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
さ
ら
に
大
戦
間
に
は
国
際

連
盟
の
国
際
知
識
人
会
議
の
一
員
と
な
り
、
タ
ゴ
ー
ル
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
だ
。
岡
倉
が
生
き
て
い
れ
ば
必

ず
や
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　…
…
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
、
私
は
、
仏
語
版
『
茶
の
本
』
を
読
ん
だ
後
に
調
査
を
し
て
知
っ
た
。
私
の
研
究

テ
ー
マ
は
「
フ
ォ
シ
ヨ
ン
と
日
本
」
に
定
ま
り
、
そ
の
後
、
同
主
題
の
エ
ッ
セ
イ
や
「
フ
ォ
シ
ヨ
ン
の
思
想
に
お

け
る
岡
倉
覚
三
の
影
響
」
と
い
う
論
文
を
フ
ラ
ン
ス
で
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
仏
語
版
『
茶
の
本
』
と
の
出

会
い
が
な
け
れ
ば
こ
れ
ら
の
成
果
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
帰
国
し
た
私
は
茨
城
大
学
に
就
職
し
、
五
浦
美
術
文

化
研
究
所
の
所
員
と
な
っ
た
。「
フ
ォ
シ
ヨ
ン
と
岡
倉
が
私
を
こ
こ
に
導
い
た
の
に
違
い
な
い
」
と
私
は
ひ
そ
か

に
思
っ
て
い
る
。「
五
浦
か
ら
世
界
へ
」
と
一
九
〇
六
年
に
発
信
さ
れ
た
英
文
『
茶
の
本
』
が
一
九
二
七
年
に
フ

ラ
ン
ス
語
に
訳
さ
れ
、
さ
ら
に
七
〇
年
の
時
を
経
て
、
私
を
「
フ
ラ
ン
ス
か
ら
五
浦
へ
」
と
導
い
た
の
で
あ
る
。

　五
浦
は
た
し
か
に
日
本
の
中
心
的
都
市
か
ら
み
れ
ば
遠
い
田
舎
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
不
思
議
と
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世
界
に
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
特
別
な
場
所
だ
。
そ
ん
な
特
別
な
五
浦
と
い
う
記
憶
の
ト
ポ

ス
を
私
た
ち
は
い
か
に
受
け
継
ぎ
、
未
来
へ
と
受
け
渡
し
て
ゆ
く
の
か
。
二
〇
一
六
年
九
月
の
「
国
際
岡
倉
天
心

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
六

　五
浦
か
ら
世
界
へ
」
は
、
こ
の
課
題
に
向
け
た
模
索
の
結
果
で
あ
っ
た
。「
は
じ
め

に
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
九
月
三
日
に
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
茨
城

県
内
外
の
諸
機
関
、
私
企
業
の
方
々
か
ら
多
大
な
支
援
を
頂
戴
し
、
さ
ら
に
当
日
は
三
六
〇
名
を
超
え
る
大
勢
の

来
場
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。「
天
心
」
に
対
す
る
人
々
の
関
心
が
驚
く
ほ
ど
高
い
こ
と
を
実
感
し
た
。
言
う

ま
で
も
な
く
、
三
六
〇
名
と
い
う
大
勢
の
な
か
に
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
岡
倉
の
思
想
の
継
承
に
貢
献
し
て
き
た

日
本
美
術
院
の
方
々
や
各
地
の
天
心
顕
彰
会
の
方
々
、
あ
る
い
は
岡
倉
の
研
究
者
だ
け
で
は
な
く
、
県
市
町
村
公

共
機
関
の
方
々
、
一
般
企
業
の
経
営
者
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
あ
る
い
は
お
仕
事
を
引
退
さ
れ
た
方
々
、
主
婦
、
主

夫
、
学
生
な
ど
、
多
種
多
様
な
人
々
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
多
様
さ
は
そ
の
ま
ま
岡
倉
の
思
想
の
普
遍
性
を
反

映
し
た
も
の
だ
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
政
治
や
宗
教
や
学
問
と
い
っ
た
特
定
の
領
野
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

広
く
美
術
文
化
を
通
じ
て
、
多
様
な
人
々
を
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
岡
倉
な
の
で
あ
る
。

　私
た
ち
は
、
今
こ
そ
、
こ
れ
ら
多
様
な
人
々
を
結
び
つ
け
る
岡
倉
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
学
び
、
そ
し
て
美
術

文
化
に
つ
い
て
と
も
に
考
え
、
い
い
意
味
で
利
用
す
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

ひ
と
つ
の
契
機
と
し
て
、
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
で
は
、
二
〇
一
七
年
か
ら
定
期
的
に
年
二
回
の
ペ
ー

ス
で
「
岡
倉
天
心
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。
第
一
回
目
は
七
月
二
九
日
に
す
で
に
開
催
し
た
が
、

こ
ち
ら
も
予
想
外
の
反
響
を
得
て
一
般
か
ら
九
六
名
も
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
昨
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
の
リ

ピ
ー
タ
ー
も
多
か
っ
た
。
毎
年
秋
に
岡
倉
の
意
志
を
受
け
継
い
で
五
浦
で
開
催
し
て
き
た
「
観
月
会
」（
茶
会
、
展
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覧
会
、
講
演
会
な
ど
）
に
、
こ
の
年
二
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
加
え
て
、
岡
倉
の
「
美
術
文
化
交
流
術
」
を
実
践
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
う
。

　さ
い
ご
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
お
よ
び
本
書
の
刊
行
に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

共
催
し
て
く
だ
さ
っ
た
茨
城
新
聞
社
と
北
茨
城
市
、
後
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
茨
城
県
、
茨
城
県
教
育
委
員
会
、
日

本
美
術
院
、
東
京
藝
術
大
学
、
茨
城
産
業
会
議
、
協
賛
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
株
式
会
社
ア
ー

ト
科
学
、
株
式
会
社
ア
イ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
、
株
式
会
社
旭
物
産
、
株
式
会
社
五
浦
刊
行
ホ
テ
ル
、
株
式
会
社
イ

ト
ウ
、
茨
城
県
信
用
組
合
、
株
式
会
社
カ
ス
ミ
、
木
内
酒
造
合
資
会
社
、
香
陵
住
販
株
式
会
社
、
株
式
会
社
光
和

印
刷
、
株
式
会
社
幸
和
義
肢
研
究
所
、
コ
ロ
ナ
電
気
株
式
会
社
、
株
式
会
社
サ
ザ
コ
ー
ヒ
ー
、
株
式
会
社
三
友
製

作
所
、
三
和
ニ
ー
ド
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
、
株
式
会
社
常
陽
銀
行
、
助
川
電
気
工
業
株
式
会
社
、
鈴
縫
工
業

株
式
会
社
、
関
彰
商
事
株
式
会
社
、
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
株
式
会
社
、
株
式
会
社
筑
波
銀
行
、
中
川
ヒ
ュ
ー
ム
管

工
業
株
式
会
社
、
株
式
会
社
中
村
自
工
深
川
製
作
所
、
日
東
電
気
株
式
会
社
、
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
茨
城
株
式
会
社
、

株
式
会
社
野
上
技
研
、
株
式
会
社
坂
東
太
郎
、
平
沼
産
業
株
式
会
社
、
水
戸
信
用
金
庫
、（
有
）
モ
ー
ハ
ウ
ス
（
五

十
音
順
）
の
み
な
さ
ま
、
さ
ら
に
ご
協
賛
く
だ
さ
い
ま
し
た
名
古
屋
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
、
福
井
県
観
光
営
業
部
文

化
振
興
課
、
公
益
財
団
法
人
妙
高
文
化
振
興
事
業
団
の
皆
さ
ま
、
五
浦
日
本
美
術
院
岡
倉
天
心
偉
績
顕
彰
会
、
江

戸
千
家
、
岡
倉
天
心
福
井
県
顕
彰
会
、
岡
倉
天
心
横
浜
顕
彰
会
、
に
い
が
た
妙
高
岡
倉
天
心
顕
彰
会
、
福
井
県
立

美
術
館
の
み
な
さ
ま
、
そ
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
し
た
茨
城
大
学
と
五
浦
・
天
心
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
委
員
会
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
方
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　本
書
の
編
集
に
関
し
て
は
、
茨
城
大
学
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
の
教
職
員
の
方
々
、
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
の
同
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僚
た
ち
の
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
そ
し
て
、
本
書
の
刊
行
の
意
義
を
理
解
し
て
く
だ
さ

り
、
魅
力
的
な
本
に
仕
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
思
文
閣
出
版
と
編
集
者
の
井
上
理
恵
子
さ
ん
に
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
。　な

お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、『
平
成
二
十
八
年
度 

文
化
庁 

地
域
の
核
と
な
る
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
支
援
事

業
』
の
援
助
を
得
た
こ
と
を
こ
こ
に
明
記
し
、
謝
意
を
表
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　二

〇
一
七
年
冬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　五

浦
美
術
文
化
研
究
所
長

　藤
原

　貞
朗
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